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小学 6 年生における初期文字指導が 
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         2018年9月      2019年1月      2019年9月 
2018年度中1  
共通調査             指導介入有無による検証 
                          
2018 年度小 6             共通調査(事後)            中1共通調査(遅延) 
共通調査(事前)                              時間経過による検証 
              ※文字指導：帯学習で15分×18回実施 















2.3 調査内容と検証方法  
2.3.1「音素テスト１」  
「音素テスト１」は，アルファベットの音と文字の認識を調査する目的で行った。音読みを聞いて，
アルファベットの中からその音を表す文字を選択するテストであり(例： [p] , [p] と音素が２回発話







2.3.2 「音素テスト 2 」 
「音素テスト２」は，３つまたは ４つの音素からなる無意味語（nonsense word）を聞いて綴りを
書くテストであり（例：[s], [æ], [p] / [s], [æ], [p] / [sæp]と２回繰り返すのを聞いて回答する），問題に




















(表 ３-１, ３-２)，時間の経過による有意差は見られなかった(F(2, 30) ＝ .72, p = .497)。ジングル













2019 年度指導介入を受けた中１の 17 名の遅延テストと 2018 年度指導介入を受けていない中１の
19名の調査における t 検定の結果，有意差は見られなかった(t(34) = .53, p = .600, Cohen’s d = .182)。
１つの音素を聞いて文字を判別する能力に関しては，中学校においても，単語や文のまとまりの中で
認識することが多いため，それらを判別する能力が伸びなかったと考えられる。解答を比較したとこ


















表4-1音素テスト2の記述統計量の結果        




表4-2 音素テスト2 の時間経過による変化 
 
 





などの破裂音は，時間の経過による一要因の分析結果に有意差が見られた(F(2, 30) = 13.82, p = .000, 
ηp² ＝ .480)。破裂音は指導をすることで判別能力の獲得につながり，その後もその判別能力を維持
できていた可能性がある。[m], [n]の鼻音に関しては，語頭より判別が難しい語末にあったにもかわら









上昇は見られなかった(F(2, 30) = 2.02, p = .151, ηp² ＝ .119)。母音と時間の交互作用はなかったが
(F(8, 120) = 1.61, p = .129, ηp²＝.097)，被験者内効果を見ると，母音間については有意差があること










      
 
 




文字指導介入有無の t 検定の結果，両者に有意差は見られなかった(t(34) = -.87, p = .392, Cohen’s 
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〈付録〉 
付録1 「音素テスト１」の調査用紙 
 
 
 
付録２ 「音素テスト２」のスクリプトと正答とした綴り字 
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